
緑輝く  いきいき  新庄

昭和59年の市制施行を記念して市民アン
ケートから選ばれたもの。新庄の大地に深く
根を張り、一直線にそびえるモミの姿は、未
来に躍進する新庄の希望と愛情を表す。

■市の木[モミ]

ホームページ http://www.city.shinjo.yamagata.jp
メール　info@city.shinjo.yamagata.jp
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ふれあうまち 
地域力 

行きかうまち 
経済力 

学びあえるまち 
教育力 

地域基盤力 

Chapter 1 地域の現状と課題 

Chapter 2 魅力ある地域づくり活動紹介 

Chapter 3 区長と地域づくり 

Chapter 4 「人ふれあうまち」の実現を目指して 
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自分たちが住む町内の将来像は？（170地区／複数回答） 

町内会運営の課題は？（170地区／複数回答） 

人情味にあふれ、人々のつながりが保たれている 

商店や医療機関が近く、安心して生活できる 

保育・教育施設が整い、子育てがしやすい 

自然環境に恵まれている 

田畑が守られ、安全安心な農産物を供給する 

都市的で快適な生活ができる 

歴史・芸術・文化などの水準が高い 

町並みなど優れた景観が保たれている 

役員のなり手がいない 

役員の高齢化が進んでいる 

若い世代の参画が少ない 

世帯数が少ない 

近隣の助け合いなどが希薄になっている 

女性の参画が少ない 

行事がマンネリ化している 

町内会のまとまりがない 
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Chapter  1  
地域力 
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地域力 
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Chapter  2  地域力 
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思いや資源を持ち寄る場 
― 力を蓄える ― 

 

つながりをつくる場 
― 人を結ぶ ― 

自治の土台をつくる場 
― 経験を積む ― 

まちづくりを考える場 
― 夢・知恵を集める ― 

革

 

住民自治基盤形成  

話し合いの文化の創造 

地域リーダーの発掘と養成 

住民による学びの場づくり 

地域自治の主体形成 

話し合いの場づくり 
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����������
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自主的な地域自治 

地域での課題解決 

話し合い（地域課題の共有） 

地域活動への参加（地域課題の認識） 

地域と行政の協働により 

「人ふれあうまち」を実現 

Chapter  4 
地域力 

����
������

��������高 
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基本計画では将来像の実現のために、全体的な施策展開の中でも特に重要な3つの
テーマの重点プロジェクトに取り組みます。 

重点プロジェクト「暮らし、定住、未来創造」 

●農業の6次産業化　●農商工連携、販路拡大　●エコロジーガーデ
ンの活用　●農業従事者の確保　●製造品の高付加価値化　●新
たな産業の創造　●企業誘致対策の強化　●新庄まつりの充実と振
興　●地域資源を活かした観光振興　●都市との交流促進 
  
●各種検診受診率の向上　●予防接種の充実　●介護保険サービス
基盤の充実　●自主防災組織への支援　●市民参加型スポーツの普
及　●市民と一体となった除排雪体制の強化　●道路除雪体制の強
化　●流雪溝整備の推進　●生活排水処理施設の整備促進　●デ
マンド交通システムの導入 
  
●保育機能の充実とネットワーク化　●医療費助成の拡充　●子育て
相談窓口の拡充　●妊婦検診の充実　●「いのちの教育」の推進　
●読書教育の推進　●小中一貫教育の推進　●ふるさと学習の推進
●地域のリーダー育成　●環境教育・環境学習の推進 

活力ある地域 
元気・笑顔 

安全・安心 
快適な 
生活環境 

豊かな心 
文化・ 
人づくり 

暮らし 
定住 

自然との共生・循環型社会 

雇用・交流拡大 
プロジェクト 

子育て・人づくり 
プロジェクト 

安全・安心充実 
プロジェクト 

雇用・交流拡大 
プロジェクト 

安全・安心充実 
 プロジェクト 

 

子育て・人づくり 
プロジェクト 

 

将来像　　自然と共生　暮らしに活力　心豊かに笑顔輝くまち　新庄 

協働による誇りもてる 
まちづくりを進め、 
計画を実現します 

自然と共生し､ 
環境にやさしいまち 

 

社会生活基盤が整い､ 
安全で快適なまち 

 

ふれあい、 
学びあい、 

心をつなぐまち 
 

みんな健康で､ 
笑顔あふれるまち 

 

いきいきと働き、 
活力とにぎわいの 
あるまち 
 

基本目標 政　　策 施策（基本計画） 
●農業経営基盤の強化 
●意欲ある農業者の育成・確保 
●活力ある農村環境づくり 

●商工業の振興 
●企業の誘致と支援 
●人材育成と就労支援 

●地域資源の磨き出しと活用 
●交流の促進 

●子どもの保育・教育環境の充実 
●家庭における子育てへの支援 
●子どもの発育支援 
●地域による子育て支援 

●医療体制の充実 
●健康づくりの推進 

●高齢者をともに支えていくシステムづくり 
●障がい者をともに支えていくシステムづくり 
●家庭生活を支えていくシステムづくり 

●防災体制の充実強化 
●交通安全と防犯体制の強化 

●生きる力と夢を育む学校教育の推進 
●地域に根ざした学校教育の充実 
●安全安心な教育環境の整備 

●生涯にわたる学びの推進 
●活力みなぎる地域活動の推進 
●市民が輝く文化芸術の振興 

●多様なニーズに応える生涯スポーツの振興 
●新たな活力を生み出す競技スポーツの振興 

●克雪対策の推進 
●雪と暮らすライフスタイルの確立 

●安全で人にやさしい道路の整備 
●住みよい住宅環境の整備 
●緑とうるおいある生活環境の整備 
●安全な水道水の安定供給 
●良好な水環境の保全 
●自然災害を防止するための基盤整備 

●機能的交通体系の確立 
●魅力ある市街地の形成  

●自然環境保全への取組と市民意識の涵養  

●清潔で快適な生活環境の維持 
●ごみの減量化と再利用・再資源化の充実 

●クリーンエネルギー等の活用推進と 
 省 エネルギー対策への取組 

●まちづくり活動に参加しやすい環境の整備 
●世代間の交流と市民主体のまちづくりの推進 

●市民ニーズに応えられる行財政基盤の確立 
●広域行政の推進 

農業所得の向上を目指し、 
やりがいのある農林業を確立する 

多様な連携を強化し、 
活力ある商工業を確立する 

地域資源を磨き、 
魅力ある観光産業を確立する 
 
子育て環境を充実し、 
子どもの健やかな成長を支援する 

健康でいきいきと暮らせる 
地域をつくる 

ともに支え合い、 
安心して暮らせる地域をつくる 

市民が連携し、防災・防犯に強い 
安全で安心な地域をつくる 
 
夢を持ち、元気で才能豊かな、 
いのち輝く新庄っ子を育成する 

互いに学び高め合う生涯学習の推進と 
豊かな文化芸術の振興を図る 

一人ひとりに応じた夢と感動のある 
スポーツライフを実現する 
 

冬の快適な暮らしを実現する  
 
安全安心で住みやすい 
生活環境基盤を整備する 
 
利便性が高く機能的な 
都市基盤を整備する 
 

豊かな自然環境を保全する  

良好な生活環境と 
資源循環型社会の形成を図る 

地球温暖化の防止に努める  
 
市民が参画し、世代間の交流を図りながら、 
地域の特性を活かしたまちづくりを行う 

行政の効率化を図り、 
健全で効果的な行財政運営を行う 
 

9 広報 12.9  2010
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事
務
事
業 

事
務
事
業 

事
務
事
業 

事
務
事
業 

事
務
事
業 

事
務
事
業 

事
務
事
業 

事
務
事
業 

事
務
事
業 

政策体系図 

政策（基本構想） 

施策 施策 施策 

政策（基本構想）、施策（基本計画）、事務事
業（実施計画）のうち施策と事務事業につい
て評価を実施。事務事業については、市民に
よる外部評価を試行。 
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除
雪
作
業
に
ご
協
力
を

●
除
雪
後
の
道
路
に
屋
根
や
敷
地
内
の

雪
を
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

●
夜
間
の
路
上
駐
車
は
、除
雪
や
通
行

の
障
害
と
な
る
の
で
絶
対
に
し
な
い
で

く
だ
さ
い
。

●
垣
根
や
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
、除
雪
作

業
で
破
損
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
も
の
に

は
目
印
を
し
て
く
だ
さ
い
。

    

小
型
除
雪
機
を
お
貸
し
し
ま
す

●
対
象
団
体 

町
内
会

●
貸
出
台
数 

一
台

●
貸
出
期
間 

十
二
月
二
十
一
日
㈫
〜 

 
 

三
月
二
十
二
日
㈫

●
貸
出
日
数 

一
日
〜
五
日

●
利
用
方
法 

高
齢
者
住
宅
・
生
活
道
路
・

通
学
路
な
ど
町
内
で
の
公
的
な
除
雪

※
町
内
会
で
、機
械
の
運
搬
と
傷
害
保
険

へ
の
加
入
が
必
要
で
す
。

◎
都
市
整
備
課
雪
対
策
・
道
路
管
理
室

☎
内
線
５
３
１
・
５
３
２

雪
国
の
ル
ー
ル
を

守
っ
て
快
適
に

　
　
市
の
除
雪
体
制

　

除
雪
車
は
、午
前
三
時
現
在
の
降
雪

量
が
十
セ
ン
チ
以
上
の
場
合
に
出
動
し

ま
す
。
ま
た
、路
面
に
吹
き
だ
ま
り
や

輪
だ
ち
が
生
じ
交
通
が
困
難
と
な
っ
た

場
合
や
、積
雪
で
道
幅
が
狭
く
な
っ
た

場
合
な
ど
に
出
動
し
ま
す
。
市
道
の
除

雪
は
交
通
の
妨
げ
に
な
ら
な
い
よ
う
に

午
前
七
時
三
十
分
ま
で
に
作
業
が
完
了

す
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

　

二
十
二
年
度
の
市
道
の
除
雪
路
線

は
、延
長
二
百
十
九
キ
ロ
。
主
要
幹
線

道
路
、バ
ス
路
線
、地
域
的
に
主
要
な
道

路
・
公
共
施
設
へ
の
道
路
な
ど
で
す
。

　

除
雪
の
主
力
は
機
械
除
雪
で
す
。
除

雪
車
は
貸
与
・
委
託
合
わ
せ
て
約
百
台
。

除
雪
路
線
は
全
面
委
託
で
す
が
、市
直

営
で
は
、主
要
路
線
の
排
雪
作
業
や
、雪

で
狭
く
な
っ
た
道
路
の
幅
出
し（
道
幅

の
確
保
）を
重
点
的
に
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、私
道（
生
活
道
路
）に
つ
い
て

も
基
準
を
満
た
す
場
所
は
市
が
除
雪
し

て
お
り
、約
四
十
キ
ロ
の
除
雪
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

●除雪出動式
（11月12日／市道路維持管理センター）

除
雪
し
た
雪
を
玄
関
や
車
庫
前
に
置
い

て
い
か
な
い
で
ほ
し
い
と
の
声
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
が
、限
ら
れ
た
時
間
内
で
通
勤
・

通
学
路
の
確
保
が
必
要
な
た
め
、対
応
で

き
ま
せ
ん
の
で
、皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

12

安全な雪下ろしを
■屋根の雪は早めに下ろしましょう
　安全のため積雪70センチになる前に雪を下ろしましょう。
■作業中の安全対策
　作業中は、落下防止ロープを装着し、できるだけ複数の人数で
作業をしましょう。
■雪下ろしは重量バランスを考えて
　屋根の片側だけを集中的に下ろさないで、雪の重さが均等に
なるよう注意しましょう。
■下ろした雪の排出
　下ろした雪は道路に出さず、運搬業者に依頼するなど適切に
処理しましょう。
■電線･電話線に気をつけて
　作業中の感電や、電線･電話線の破損に注意しましょう。 

流雪溝の利用ルール
　流雪溝は、上手に使えば大きな力となります。雪入れのルー
ルを守ってご利用ください。
■鉄筋の格子ふたは外さないでください
　流雪溝の中にかけている鉄筋の格子ふたは、歩行者の危険
防止と水上がりを防止するためのものです。流雪溝をつまら
せないためにも、外さないで利用してください。
■流雪溝に機械での投雪はしないでください
　機械による投雪は絶対にしないでください。また、屋根から直
接、流雪溝などに落下しないよう雪崩止めをしてください。
■開けたふたは元に戻しましよう
　投雪し終わったら、流雪溝の投入口に必ずふたをしましょう｡ ふたを
開けているときは、危険防止のため、旗などの目印を立ててください。

市指定雪捨て場

　※下田地区へは大型ダンプでの搬入はできません。また、住宅地な
ので、搬入する時間（午前8時30分～午後5時）を厳守してください。

■仁間地区／新庄市農協仁間倉庫脇

■下田地区／下田地区内の升形川

■泉田地区／泉田河川公園上流

■福宮地区／浄化センター西側敷地

都市公園を雪捨て場として利用される皆さんへ
○大型機械や、トラック・ダンプなどで雪を持ち込んで捨てたりする
ことは禁止します。
○近隣の皆さんが公園に雪を捨てる場合は、スノーダンプやソリな
どで公園内の樹木や遊具を傷つけないよう注意してください。

◎都市整備課雪対策・道路管理室
☎内線529～534
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　松田さんは４１年間にわたり、建物を長く維持するのに最
も重要とされる屋根工事などを手掛けてきました。特に、入
母屋造りの神社や仏閣において、伝統的な技術である棟
鬼紋章や銅板の打ち出し板金による家紋の製作に定評が
あります。
　現在は、山形県技能検定委員として、１・２級のダクト板金
審査員としても活躍。また、業界の組合活動に貢献しなが
ら、弟子７人を育て、さらには山形県板金工業組合の執行
部において、若年者との交流・話し合いを重ねながら後進の
指導育成にも尽力しています。
　松田さんは、「これまでに培ってきた技術を若い人たちに
伝えていきたい」と話し、今後も若手職人への指導に意欲を
示しています。

被
爆
ピ
ア
ノ
朗
読

コ
ン
サ
ー
ト
で
感
じ
た

平
和
の
大
切
さ

　
十
一
月
二
十
二
日（
月
）、
平
日
に

も
か
か
わ
ら
ず
市
民
プ
ラ
ザ
大
ホ
ー

ル
は
満
員
。
昭
和
二
十
年
、
太
平

洋
戦
争
の
敗
戦
を
決
定
づ
け
る
広
島

へ
の
原
爆
投
下
は
、
一
瞬
に
し
て
多

く
の
命
を
奪
い
去
り
ま
し
た
。
そ

の
傍
ら
で
か
ろ
う
じ
て
姿
を
留
め
た

〝
被
爆
ピ
ア
ノ
〞
が
、
こ
の
日
新
庄

で
演
奏
さ
れ
ま
し
た
。

　
六
十
五
年
た
っ
て
も
い
ま
だ
そ
の

恐
怖
を
伝
え
る
パ
ワ
ー
。
一
方
、
そ

の
パ
ワ
ー
は
、
平
和
へ
の
祈
り
を
誓

う
機
会
も
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。
大

き
な
犠
牲
の
上
に
、
今
の
日
本
が
あ

る
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
教
え
ら
れ
、

世
界
で
唯
一の
被
爆
国
の
国
民
と
し

て
、ま
た
、平
和
宣
言
都
市
と
し
て
、

原
爆
の
恐
ろ
し
さ
を
世
界
に
伝
え
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
今
回
の
ピ
ア
ノ
演
奏
と
、
平
和
の

祈
り
を
込
め
た
朗
読
を
と
お
し
て
、

会
場
に
集
ま
っ
た
多
く
の
市
民
の
皆

さ
ん
も
、
わ
た
し
と
同
様
の
思
い
を

抱
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

市コ
長ラ

ム

水の流れを電気の流れに！
～小水力発電活用実証調査in土内～

山
尾
順
紀

建築板金工
    松田 安雄さん（本合海）

建築板金で 
　若年層を育成 
　　銅板加工の匠

　渡部さんは５２年間にわたり、木造建築一筋に取り組み、
特に、バランスの取れた曲がり屋根や千鳥破風を主体とし
た軒先の製作に卓越した感性と技術を持っています。長
年の経験と熟練した技能を必要とする和風建築の分野に
おいて数少ない技能伝承者の一人です。
　また、新庄建築大工組合の役員として、組合員の社
会的、経済的地位の向上や業界の発展に尽力してきま
した。渡部さんは、教材として鶴岡市善宝寺の五重塔
をモデルとした３０分の１の模型を製作し、後進の指導・
育成にも力を注ぎ、その模型を市民プラザに展示するこ
とにより木造建築のすばらしさを広くアピールしました。 
　渡部さんは、「在来工法のすばらしさを後世に残したい。
そのためにも、若い人と交流しながら技術を引き継いでいき
たい」と話してくれました。
※今月の「いきいき新庄人」はお休みします。

建築大工
    渡部 敏さん（本宮）

木造建築一筋 
　和風建築の 
　　　技能を伝承

匠の技

　このほか、土内地区の各家庭での電気使用に関するアンケート調
査も実施し、集落での自家発電の可能性などについても探ることとし
ています。地域と共に取り組むクリーンエネルギー活用。小さな発電
所の大きな挑戦が始まりました。
◎詳しくは、政策経営課企画政策室へ。☎内線242

平成22年度新庄市卓越技能者表彰

■発電装置
毎秒約0.045立方メートルの水が
流れ、水流でタービンを回し発電。
発電量は約４kw。

■消雪実証調査
農業ハウス前にメッシュ状の発熱体を
敷き、施設周辺の消雪効果について
調査する。調査開始日には、雪が降っ
たが、施設前の発熱体を敷いた部分が
消雪されている。

■野菜栽培実証調査
苗床の下に発熱パネルを敷き、葉物野
菜５種類（ホウレンソウ、チンゲンサイな
ど）を植える。種まきは、土内地区を代
表して萩野小４年生の畠腹巧巳くんが
担当。

　市が、ＮＰＯ法人東北地域エネルギー開発機構に委託
し実施している小水力発電活用実証調査。11月29日、
土内地区の協力のもと実証実験が開始されました。

小さな水力発電所
　この小水力発電は、泉田川土地改良区の協力によ
り、農業用水を利用したものです。水源と発電装置の
設置場所の落差は約50メートル。水流により発電装
置のタービンを回します。発電した電力は、農業ハウスに
回され、遠赤外線面状発熱ヒーターを苗箱の下に敷き土
を温め、蛍光灯による人工灯試験と併せて野菜栽培の
実証調査を行います。また、メッシュ状の発熱体の設置
による消雪試験も同時に行います。
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官
公
署
の
設
置

　
〜
警
察
署
・
裁
判
所
な
ど

　
　
　
　
　
　
の
は
じ
ま
り
〜

 　

明
治
五
年
二
月
、山
形
県
は
捕ほ

亡ぼ

う

吏り

（
罪
人
を
捕
ら
え
る
役
人
）
の
人
員
を

定
め
、
管
内
に
配
置
し
た
（
新
庄
出
張

所
に
は
五
人
）。
捕
亡
吏
は
、
明
治
八

年
三
月
に
は
邏ら

卒そ

つ

と
、さ
ら
に
同
年
十

月
に
は
巡
査
と
改
め
ら
れ
、
以
後
こ
の

呼
び
名
が
定
着
し
た
。

　

明
治
八
年
十
二
月
の
内
務
省
布
達

を
受
け
、ま
も
な
く
山
形
警
察
署
尾
花

沢
出
張
所
新
庄
屯と

ん

所し

ょ

が
設
置
さ
れ
た

が
、翌
年
九
月
に
は
第
四
警
察
出
張
所

新
庄
第
一
屯
所
に
、翌
十
年
二
月
に
は
、

尾
花
沢
警
察
署
新
庄
分
署
と
な
っ
た
。

　

さ
ら
に
県
内
の
警
察
機
構
の
整

備
が
進
み
、
同
年
七
月
、
新
庄
警
察
署

（
当
時
は
「
新
荘
警
察
署
」
と
表
示
）

が
新
設
さ
れ
た
。
新
庁
舎
は
、
明
治

十
一
年
十
二
月
、北
本
町
（
現
在
の
「
こ

ら
っ
せ
新
庄
」
辺
）に
竣
工
さ
れ
た
が
、

二
階
建
て
で
、
正
面
玄
関
の
上
が
バ
ル

コ
ニ
ー
の
斬
新
な
も
の
で
あ
っ
た
。
警

察
署
の
す
ぐ
脇
に
は
監
獄
署（
山
形
監

獄
新
荘
支
署
）
も
あ
っ
た
（
明
治
十
九

年
秋
竣
工
）。

　

裁
判
所
は
、明
治
九
年
四
月
に
山
形

県
裁
判
所
が
設
置
さ
れ
、こ
の
時
、
新

庄
に
支
庁
が
置
か
れ
た
。
明
治
十
二

年
、
福
島
裁
判
所
管
内
新
庄
区
裁
判

所
が
設
置
さ
れ
、
最
上
郡
全
体
を
管

轄
区
域
と
し
た
。
そ
の
後
、新
庄
治
安

裁
判
所
（
明
治
十
五
年
）、
新
庄
区
裁

ふれあい
　　学びあい

緑輝く いきいき 新庄

◆
流
行
性
嘔
吐
下
痢
症（
ウ
イ
ル
ス
性
胃

腸
炎
）
…
原
因
と
し
て
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス

や
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

○
潜
伏
期
間
／
一
〜
三
日

○
感
染
経
路
／
経
口
感
染
・
飛
沫
感
染

○
主
な
症
状
／
突
然
の
嘔
吐
、下
痢（
す
っ

ぱ
い
に
お
い
が
し
て
、粘
液
が
混
じ
っ
た

り
、白
っ
ぽ
か
っ
た
り
す
る
）。
熱
が
出
る

こ
と
も
あ
る
。
尿
の
量
が
急
激
に
減
り
、

脱
水
症
状
を
起
こ
し
や
す
い
。

【
嘔
吐
物
の
処
理
に
注
意
！
】

　

マ
ス
ク
・
手
袋
・
エ
プ
ロ
ン
を
付
け
、換

気
し
、嘔
吐
物
を
布
な
ど
で
ふ
き
取
り
、二

重
に
し
た
ポ
リ
袋
に
入
れ
、周
囲
を
塩
素

系
漂
白
剤
な
ど
で
消
毒
。
マ
ス
ク
・
手
袋
・

エ
プ
ロ
ン
も
破
棄
し
、て
い
ね
い
に
手
洗

い
・
う
が
い
を
。

○
ホ
ー
ム
ケ
ア
／
嘔
吐
が
始
ま
る
と
水
分

が
不
足
す
る
の
で
水
分
補
給
し
、消
化
の

良
い
食
べ
物
を
。
お
む
つ
交
換
は
、お
し
り

を
お
湯
で
洗
い
、軽
く
ふ
き
取
り
、交
換
後

は
必
ず
せ
っ
け
ん
で
手
を
洗
う
。
調
理
す

る
と
き
も
、必
ず
せ
っ
け
ん
で
手
を
洗
い
、

生
の
魚
介
類
を
調
理
し
た
ま
な
板
は
、熱

湯
消
毒
を
す
る
。

【
こ
ん
な
と
き
は
す
ぐ
病
院
！
】

　

一
日
中
吐
き
続
け
る
・
顔
色
が
悪
い
・
唇

が
乾
く
・
お
し
っ
こ
が
少
な
い
。

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
予
防
四
カ
条 

①
食
品
対
策
／
生
物
は
極
力
避
け
、

八
十
五
℃
で
一
分
以
上
加
熱
調
理
す
る
。

②
手
洗
い
／
ウ
イ
ル
ス
を
洗
い
流
す
た

め
、必
ず
せ
っ
け
ん
で
手
を
洗
う
。

③
衛
生
管
理
／
調
理
器
具
の
使
用
後
は
と

き
ど
き
塩
素
系
漂
白
剤
に
つ
け
殺
菌
。

④
汚
物
処
理
／
嘔
吐
物
や
便
を
処
理
す

る
と
き
は
、
マ
ス
ク
と
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

手
袋
を
着
用
し
、周
り
の
汚
染
を
防
ぐ
。

◆
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

○
潜
伏
期
間
／
一
〜
二
日

○
感
染
経
路
／
飛
沫
感
染（
ウ
イ
ル
ス

で
汚
染
さ
れ
た
手
指
か
ら
の
感
染
も
）

○
主
な
症
状
／
突
然
の
発
熱
や
強
い
頭

痛
、全
身
倦
怠
感
、筋
肉
や
関
節
の
痛
み
、

食
欲
不
振
、咽
頭
痛
、せ
き
、く
し
ゃ
み
、鼻

水
、嘔
吐
、下
痢
、腹
痛
も
。
重
い
合
併
症

も
あ
る
の
で
注
意
！

○
ホ
ー
ム
ケ
ア
／
脱
水
症
状
に
な
り
や
す

い
の
で
、水
分
補
給
。
嘔
吐
の
た
め
飲
み

に
く
い
と
き
は
、十
五
〜
二
十
分
お
き
に

少
し
ず
つ
。
睡
眠
を
と
り
、暖
か
く
し
て

安
静
に
。
室
温
二
十
〜
二
十
二
℃
ほ
ど
、

湿
度
六
十
〜
七
十
％
ほ
ど
に
保
ち
、定
期

的
に
換
気
を
。
栄
養
バ
ラ
ン
ス
が
良
く
、

食
べ
や
す
い
物
を
。
で
き
る
だ
け
早
く
医

師
の
診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

12月の
わらすこワンダーランド

○とき  12月18日㈯午前10時～ 
○ところ  わらすこ広場 
○内容  サンタさんのマジックショー、人形劇、
おさがり交換会など
◎入場無料
詳しくは、新庄市地域子育て支援センターへ。

☎22-5115

わらすこ広場
の年末年始
休み

知って防ごう！ 感染症対策
　感染性の病気の中には、冬に流行するものが多くあります。

そこで、今回は子どものかかりやすい代表的な感染症を紹介します。

こ
WARASUKO  HIROBA

わらす
広場
わらすこ

１２月２９日㈬ 定休日
１２月３１日㈮ 大晦日
１月１日㈯ 元旦



　　

　　　　

●児童図書●

●一般図書●

禁煙はじめました···························· 伊藤三巳華 
クルマのメンテナンス······················ 青山　元男 
裏も楽しい手編みのマフラー·········· 嶋田　俊之 
絵本の森でうまれたバッグ··············· 川角　章子 
野菜がおいしいタジン鍋················· 牛尾　理恵 
年収１５０万円一家毎日のこんだて··· 森川　弘子
子どもに薬を飲ませる前に読む本
（健康ライブラリー）························· 山田　　真 
座布団一枚！－桂歌丸のわが落語人生－ ····桂　　歌丸
夢を見るために毎朝僕は目覚めるのです
～村上春樹インタビュー集1997-2009～··· 村上　春樹
生まれてバンザイ···························· 俵　　万智 
マリアビートル································· 伊坂幸太郎 
通りゃんせ······································ 宇江佐真理 
カウントダウン·································· 佐々木　譲 
さよなら、アルマ～戦場に送られた犬の物語～··· 水野　宗徳
チア男子!!······································ 朝井  リョウ
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人行きかうまち　人ふれあうまち　人学びあえるまち　しんじょう

めぐる季節の物語·························· 星野　道夫 
うらやましやゆうれい························ 苅田　澄子 
まどれーぬちゃんとまほうのおかし···· 小川　　糸 
ちょんまげくらのすけ······················· 最上　一平 
折り紙でたくさんの笑顔を 盲目の「折り紙大使」
加瀬三郎物語······························· 田島　栄次
とげとげ（絵 佐藤茉莉子山形県出身）··· 内田麟太郎
ぼくはぼくのえをかくよ····················· 荒井　良二 
ぼくがおおきくなったら············· くすのき しげのり

判
所
（
同
二
十
三
年
）
と
改
称
し
、
庁

舎
は
明
治
三
十
年
十
二
月
に
落
成
し
た

（
金
沢
二
十
番
地
）。

　

新
庄
税
務
署
の
初
め
は
、
明
治
十
一

年
に
置
か
れ
た
山
形
県
収
税
部
の
新

庄
収
税
署
と
み
ら
れ
、明
治
二
十
九
年

に
新
庄
税
務
署
と
改
称
さ
れ
た
よ
う

で
あ
る
。
馬
喰
町
に
あ
っ
た
庁
舎
は
、

明
治
四
十
四
年
の
新
庄
大
火
に
よ
っ

て
焼
失
し
、
翌
年
小
田
島
町
に
移
り
、

さ
ら
に
、南
本
町
、下
仲
町
、大
手
町
、

宮
内
町
へ
と
移
転
し
た
。

　

営
林
署
は
、明
治
九
年
に
山
形
県
営

林
署
新
庄
派
出
所
と
し
て
設
置
さ
れ
、

明
治
十
一
年
に
独
立
し
て
新
庄
小
林

区
署
と
な
り
、
同
二
十
五
年
、
大
手
町

（
歴
史
セ
ン
タ
ー
向
か
い
）
に
新
庁
舎

が
建
設
さ
れ
た
。

　

こ
の
ほ
か
、明
治
時
代
に
新
庄
町
に

置
か
れ
た
官
公
署
と
し
て
、
新
庄
郵

便
局
、
新
庄
町
役
場
、
最
上
土
木
出
張

所
、
新
庄
駅
、
山
形
県
種
畜
場
、
鉄
道

院
建
設
事
務
所
な
ど
が
あ
っ
た
。■開館時間:午前10時～午後6時

■休館日:毎週月曜日
◎市立図書館☎２２-２１８９

　新政府軍と戦った庄内藩になぜ西郷隆盛を
祭る南洲神社が建ったのか。加賀藩から松本藩
へ抜ける隠し路の密約とは。
　食べ物、名物、有名人、歴史秘話など、江戸か
ら明治にかけての藩の交
流エピソードを47都道府
県別に紹介します。

今月の本

今月のテーマ展示
『ヒーロー＆ヒロイン』
　歴史上の人物、探偵、弁護士、怪盗、
魔法使い、アニメや映画のキャラクター、
身近な家族などなど。それぞれに思い描く
ヒーロー、ヒロインはさまざまだと思います。 
　今月はそんな英雄が出てくる本を集めて
みました。この機会にみなさんが憧れる主
人公を探してみてはいかがでしょうか。

蔵書検索

議
会
の
活
性
化
や
市
民
と
の
連
携

な
ど
、
今
後
の
議
会
の
あ
り
方

を
探
ろ
う
と
議
会
に
設
置
さ
れ
た
「
議

会
改
革
・
活
性
化
検
討
会
」。
こ
の
た

び
、
若
い
人
の
意
見
を
直
接
聞
こ
う

と
、
検
討
委
員
の
議
員
七
人
と
市
内

四
校
の
高
校
生
二
十
七
人
が
参
加
し
、

意
見
交
換
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
高
校
生
か
ら
は
、
「
議
員
さ
ん
が
目

指
す
市
の
理
想
像
は
？
」、
「
市
の
セ

ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
は
？
」
な
ど
の
質
問

や
、
「
若
者
が
地
元
で
働
け
る
職
場

環
境
を
整
え
て
ほ
し
い
」、
「
新
庄
ま

つ
り
を
も
っ
と
盛
り
上
げ
て
ほ
し
い
」

な
ど
の
要
望
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
高

校
生
の
「
若
い
世
代
に
期
待
す
る
こ

と
は
？
」
の
質
問
に
議
員
は
、
「
志
を

高
く
持
っ
て
目
標
を
達
成
し
て
ほ
し

い
。
故
郷
・
新
庄
を
誇
り
に
思
っ
て

ほ
し
い
。
失
敗
を
恐
れ
ず
、
自
分
の

可
能
性
を
信
じ
て
進
ん
で
く
だ
さ
い
」

と
激
励
の
言
葉
で
答
え
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
新
庄
南
高
総
合
ビ
ジ
ネ
ス
科

マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
コ
ー
ス
に
所
属
す
る

六
人
の
生
徒
は
、
今
年
の
観
光
甲
子

園
で
特
別
賞
を
受
賞
し
た
「
一
日
商
店

主
体
験
ツ
ア
ー
」
の
提
案
を
行
い
ま
し

た
。
こ
れ
は
、百
円
商
店
街
に
出
店
し
、

商
品
の
仕
入
れ
か
ら
販
売
ま
で
の
体
験

を
行
い
、
子
ど
も
の
頃
の
「
お
店
屋
さ

ん
に
な
り
た
い
」
と
い
う
夢
を
実
現
さ

せ
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
さ
ら
に
、

こ
の
企
画
を
全
国
各
地
で
実
施
し
、
商

店
街
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
も
ら
お
う

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
参
加
し
た
高
校
生
の
前
向
き
な
意
見

や
態
度
に
、
新
庄
の
明
る
い
未
来
が
垣

間
見
え
る
意
見
交
換
会
と
な
り
ま
し
た
。

『藩と県 日本各地の意外な
つながり』 草思社／出版

12月の
おすすめ

議員と高校生が
意見交換

～共に考える市の将来像～
（11月15日／市民プラザ）



しん
じょう

季節の話題・市政の動き・催しなどを紹介します
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■育てよう！みんなの子ども・みんなのふるさと
（11月14日/市民プラザ）

次代を担う子どもたちの心豊かな人間性や社会性をはぐ
くもうと新庄市教育の日記念行事を開催しました。市内
の幼稚園、小・中学校、高校の児童・生徒、PTAなどによる
ステージ発表のほか、木工クラフトや紙工作、輪投げなど
の“だがしや楽校”も開かれ、参加した子どもたちが楽しみ
ながら交流を深めました。

最上川さくら回廊事業の植樹
式が開催され、ソメイヨシノ、シ
ダレザクラ合わせて40本が市
民の手により植えられました。
農業公園として整備を進めて
いるエコロジーガーデンの桜
並木として新たな市民いこい
の場となります。

■最上川さくら回廊事業記念植樹（11月6日／エコロジーガーデン）

広島で被爆したピアノと朗読に
よるコンサートが開催されまし
た。被爆ピアノは、これまで全国
各地をまわってきましたが、県
内での開催は初めて。コンサー
トを前に日新小学校でも演奏
会が開かれ、子どもたちに恒久
平和を訴えました。

■被爆ピアノ朗読コンサート（11月22日／市民プラザ）

新庄出身の声楽家田中麻理さ
ん(ソプラノ)、江口順子さん(ソ
プラノ)、井上雅人さん(バリトン)
に、鮭川出身の高橋誠也さんを
ナビゲーターに迎え、ふるさとコ
ンサートを開催しました。ふるさ
と新庄で世界の名曲やオペラな
ど最高級の歌声を披露しました。

■ふるさとコンサート2010（11月27日／市民文化会館）　 ■第4回市民活動フェスタ「カツフェス」開催！ 
（11月27日／ゆめりあ）

ボランティアやＮＰＯなどによる市民活動を広く市民に
知ってもらいたいと第4回市民活動フェスタ「カツフェス
２０１０」を開催しました。この催しは、市民活動交流ひろ
ば「ぷらっと」が市内の各団体とともに開催。会場では、
昔遊びなどの各種体験コーナーや屋台、フリーマーケッ
トなどが開かれ集まった市民や各団体の会員が交流を
通し“市民活動”への理解を深めました。



TOPICS

■いい歯でいきいき「むし歯サミットin新庄２０１０」（11月13日／市民プラザ）
受賞者／五十嵐二郎さん、伊藤邦雄さん、井上信夫さん、大泉文子さん、小野芳太郎さん、
海藤とよ子さん、柿崎ハルエさん、加藤清一さん、鎌田ミヨ子さん、桐ヶ窪和子さん、沓澤三郎
さん、沓澤秀子さん、工藤昇さん、栗原宏さん、黒坂朝子さん、後藤陽夫さん、小屋重冶さん、
齋藤シゲ子さん、笹原勝子さん、佐藤千代子さん、佐藤鐵藏さん、篠木トキエさん、杉原美喜子
さん、曽野部オミヤさん、高木利兵衛さん、田中幸男さん、早坂美津雄さん、早坂幸子さん、
星川盛良さん、矢口金治さん、矢口隆子さん、八鍬哲さん、矢作三郎さん、山科銀蔵さん
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■女性団体連絡協議会と市長が語る会
（11月15日／市民プラザ）

７つの女性団体で組織する新庄市女性団
体連絡協議会と市長が、市政運営などにつ
いて語る会を開催しました。会では、高齢者
福祉や商業振興など幅広い分野で意見が
交わされました。

1第65回県美展・第52回こ
ども県展新庄巡回展
（11月3日～8日／市民プラザ）
2市内小学校合唱部などが
参加した第48回市民音楽祭
（11月3日／市民文化会館）
3第10回図書館まつり（11月6
日～7日／図書館・市民プラザ）

■3 ■2 ■1

■かもしかおたのしみ会（11月7日／ゆめりあ）
新庄市かもしかクラブ連合会が、子どもたちに
交通安全を楽しく学んでもらおうと第２１回かも
しかおたのしみ会を開催しました。升形児童館
の子どもたちによる新庄まつり囃子演奏やにこ
にこ東園、はぐくみ保育園の子どもたちによる歌
や遊戯、バザーや輪投げコーナーなど多彩な催
しが開かれ、多くの親子連れでにぎわいました。

■第３２回新庄市総合体育大会
（１位のみ掲載）

【バレーボール】一般男子北新会一般女子
Ｍｉｎｔ中学女子日新 【サッカー】５・６年生の
部日新サッカースポ少／４年生以下の部泉
田サッカースポ少 【ソフトボール】一般の
部新庄地区協会混成チーム 【柔道】男子／
小学１・２年生大内翔吾（日新柔道スポ少）
同３・４年生笹原陸（神室柔道スポ少）同５・
６年生庄司陸（神室柔道スポ少）中学生団
体日新女子／小学１・２年生溝口葵（練成
会）同３・４年生阿部汐華（練成会）同５・６年
生福嶋佳愛（神室柔道スポ少）中学生個人
矢口詩織（新庄） 【クレー射撃】トラップＣ
小内信也／トラップＳ渡部市太郎／スキー
ト栗田広好／総合小内信也 【空手道】形
競技／ジュニア４男女混合星川愛斗（泉田
小）ジュニア３男女混合荒木翔太（新庄小）
ジュニア２男女混合齋藤沙希（北辰小）ジュ
ニア１男子齋藤蓮（明倫中）ジュニア１女子
伊藤希恵（日新中）高校・一般男女混合笹原
秀樹（山形メタル）組手競技／ジュニア３
男子荒木翔太（新庄小）ジュニア３女子阿
部莉々子（沼田小）ジュニア２男子笹原渉平
（萩野小）ジュニア１男子齋藤蓮（明倫中）
ジュニア１女子伊藤希恵（日新中） 【バドミ
ントン】男子複合／小学４年生石山康生・長
南青空（奥羽ジュニア）小学５年生石山立
晟・柿崎涼佑（奥羽ジュニア）小学６年生岸
田紘和・柿崎俊樹（日新スポ少）中学生小野
文太・高橋勇希（新庄）一般中島佳津洋・長
山茂典（日新スポ少保護者会）選手権高橋
翔弥・青柳悠介（新庄神室産業高）女子複合
／小学４年生八鍬茉莉・横山綾音（奥羽ジュ
ニア）小学５年生芦野怜那・本間優芽（日新
スポ少）小学６年生柿崎わかば・高橋里佳
(奥羽ジュニア)中学生高橋薫奈・佐藤明日香
（新庄）一般柴田信子・阿部通子（市役所バ
ド愛好会）選手権石山香奈恵・齋藤未来(つ
よしかい) 【弓道】高校男子／団体新庄南高
Ａチーム個人柿崎翔平（新庄南）金的野田
湧馬（新庄北）花的柏倉純平（新庄北）高校
女子／団体新庄北高Ａチーム個人竹川詩
織（新庄北）花的渡部千尋（新庄北）一般／
個人鈴木遙晴花的土田学 【自転車】中学生
の部吉田和志（明倫）小学校高学年の部加
藤理都（沼田）幼児の部叶内輝人（日の出
町） 【剣道】男子／小学４年生以下梅津鷹央
（新庄地区柔剣道練成会）小学５年生以上
菊地諒（東山練成会）高校生金澤優樹（新庄
東）一般武田芳彦（金沢）女子／小学４年生
以下庄司明日海（新庄地区柔剣道練成会）
小学５生年以上岸千晶（東山練成会）中学
生髙橋あかね（新庄）高校生武田祐紀（新
庄東）一般髙橋真澄（宮内町） 【合気道】奨
励賞／低学年伊藤晶紀（沼田）小学生高学
年武田絃（北辰）一般有吉朋義 【野球】Ｂ．Ｋ 
【ハンドボール】一般の部航空電子ＨＣ高校
の部神室産業高校Ａチーム



イベントや行政案内など
まちの情報を紹介するページです12月の
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表 紙 の 写 真

大凧、揚がれ～！  ―新庄凧フェスティバル2010―

１１月２１日、隠明寺凧保存会が隠明寺
凧の伝承と凧を通した交流を広げたいと

「新庄凧フェスティバル2010」を開催し
ました。会場となった新庄中核工業団
地には、秋田、福島、茨城など全国各地か
ら愛好家が自慢の凧を手に集まりました。
競技と表彰に続き隠明寺凧の大凧が大
空に揚げられ、会場は歓声につつまれま
した。

平
成

22年
12月

9日
号（

N
o.636）　

■
編

集
・

発
行

／
新

庄
市

 総
務

課
   〒

996–8501 新
庄

市
沖

の
町

10–37 TE
L.0233–22–2111　

■
制

作
・

印
刷

／
共

栄
印

刷
株

式
会

社
　

14,000部
発

行
広

報
12

環境にやさしい大豆油インキを
使用しています

10月末現在の新庄人

39,072人（39,406人）

女 20,398人（20,567人）

男 18,674人（18,839人）

世帯数 13,481世帯（13,482世帯）

10月の異動
出生 	 30人（027人）

死亡 	 43人（047人）

転入 	 50人（088人）

転出 	 69人（079人）
※（　）は1年前の住民基本台帳

エジコ

ワラブトン

玉子つと

納豆つと

〽
師
走
月
　
忘
年
会
で
　
若
く
な
り

　

十
二
月
と
な
る
と
年
の
暮
れ
師
走
月
。

み
ん
な
何
か
と
忙
し
い
季
節
と
な
る
。
小

雪
も
過
ぎ
て
、
大
雪
の
時
節
、
そ
ろ
そ
ろ
里

に
も
雪
が
降
り
始
め
る
。
農
家
も
畑
仕
事

の
白
菜
、
大
根
な
ど
の
収
穫
作
業
に
追
わ
れ

る
。

　

家
の
雪
囲
い
も
で
き
て
冬
支
度
も
終
わ

り
、
木
桶
に
白
菜
や
大
根
、
か
ぶ
な
ど
を
漬

け
込
む
。
今
で
は
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
っ
た

漬
物
を
食
べ
る
時
代
と
な
っ
た
が
、
昔
は
女

の
人
た
ち
が
冷
た
い
水
で
手
を
赤
く
し
て
の

作
業
だ
っ
た
。

　

雪
の
朝
は
、
早
起
き
し
て
雪
踏
み
俵
で
道

づ
く
り
。
隣
の
家
ま
で
道
を
つ
く
っ
て
か
ら

朝
飯
を
食
べ
て
の
通
学
で
あ
っ
た
。
子
ど
も

の
こ
ろ
の
着
物
は
、
綿
入
り
の
ド
ン
ブ
グ(

上

着)

に
下
は
モ
ン
ペ
。
頬
を
真
っ
赤
に
し
て
鼻

を
た
ら
し
て
の
通
学
だ
っ
た
。

　

現
代
は
、
夏
も
冬
も
車
で
の
移
動
と
な
っ

た
が
、
昭
和
の
は
じ
め
の
こ
ろ
は
、
ワ
ラ
の

深
靴
と
ゴ
ム
長
靴
の
混
用
時
代
。
戦
争
が

始
ま
り
、ゴ
ム
長
靴
は
配
給
と
な
り
、
学
校

で
は
「
く
じ
引
き
」
が
行
わ
れ
た
。
学
用

品
も
不
足
し
、な
ん
で
も
大
切
に
使
っ
た
。

　

農
家
も
冬
仕
事
に
入
る
た
め
、
ワ
ラ
の
支

度
に
と
り
か
か
る
。
冬
の
農
家
の
生
活
用
具

「
ワ
ラ
ブ
ト
ン
」
は
、
布
団
皮
に
稲
ワ
ラ
を

入
れ
て
つ
く
る
寝
具
。
温
か
く
て
寝
心
地

は
最
高
だ
っ
た
。
ご
飯
を
釜
ご
と
入
れ
て

保
温
し
た
の
も
ワ
ラ
で
つ
く
っ
た
「
エ
ジ
コ
」。

ワ
ラ
は
保
温
に
も
優
れ
て
い
る
。

　

十
二
月
、
神
々
の
年
越
し
が
た
く
さ
ん
あ

る
。
九
日
は
、二
股
の
大
根
を
大
黒
様
の
嫁

に
見
立
て
て
大
黒
様
の
「
む
が
さ
り
」。
大

黒
様
は
豆
が
大
好
き
な
の
で
豆
ご
飯
を
は

じ
め
と
し
た
豆
料
理
九
品
を
お
膳
に
供
え

る
。

～
祝
言
葉
　
大
黒
大
黒
　
耳
の
聞
か
ず
大

黒
　
耳
の
穴
大
き
く
あ
げ
で
　
豆
あ
が
れ

福
呼
ん
で
た
も
れ
～

　

二
十
二
日
は
、
冬
至
。
昔
か
ら
小
豆
南

瓜
を
食
べ
る
と
風
邪
や
病
気
に
な
ら
な
い
と

の
言
い
伝
え
が
あ
る
。
二
十
六
日
頃
に
な
る

と
、納
豆
づ
く
り(

ナ
ッ
ト
ネ
セ)

が
始
ま
る
。

ワ
ラ
で
苞つ

と

を
作
っ
て
煮
豆
を
包
ん
で
保
存
し

た
。
ワ
ラ
に
は
納
豆
菌
が
入
っ
て
い
る
。
玉

子
も
苞
に
包
ん
で
保
存
し
た
。
こ
れ
も
先

人
の
知
恵
。
ワ
ラ
は
、
日
本
の
生
活
を
支
え

て
き
た
文
化
で
あ
る
。

〽
捨
て
ら
れ
た
　
民
具
生
き
て
る

　
世
の
文
化

佐吉爺の民
あれこれ
具

さ きち じい

雪とまつりのふるさと新庄の先人たちは、知恵と技術を凝縮して 
機能的で美しい民具をつくりだし、その文化は、現代も継承されています。 
民具の使い方や機能について、当時の暮らしぶりなどをまじえて紹介します。

解説：伊藤佐吉さん(仁田山)

▲ふるさと歴史センター雪国民俗館に展示しています。
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